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腸満小学横のふれあいもちつき大会
12月2日、広渡小学校体育館で、ふれあいもちつき大会がありました。

子ともたちと保護者や地域の人たちカ」緒になってモチをつきます。この

お米は、みんなで大切に育ててきました。

なかにはモチを丸める粉をお互いに顔に塗りあって、顔が真っ白になって

いる子もいました。

弓
手
も
琉
蘭
も
薗
奇
◎
銃



盆⑥即時隅
量感毎電蝿
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祈
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
1
世
紀
も
2
年
目
で
す
。
二
〇
〇
一
年
は
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
で
し
た
か
？

昨
年
も
遠
賀
町
で
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
笑
顔

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
町
内
で

見
か
け
た
笑
顔
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
、
町
政
に
対
し
て
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
昨
年
、
世
界
で
は
ア
メ
リ
カ
で
の
テ
ロ
に
端
を
発
す
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
が
、
ま
た
国
内
で
も
池
田
小
学
校
の
児
童
殺
傷

事
件
や
狂
牛
病
問
題
な
ど
、
人
々
を
不
安
に
さ
せ
る
事
件
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
が
皆
さ
ま
の
生
活
に
も
暗

い
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
べ
く
、
国
、
地
方
自
治
体
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
困
難
な
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
安
心
で
き
る
社
会

を
築
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。



福祉まつり
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皆
さ
ま
も
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
遠
賀
郡
4
町
に
ょ
る

合
併
は
白
紙
に
戻
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
、
万
自
治
体
を
取
り

巻
く
状
況
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
も
遠
賀
町
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
1
4

年
度
か
ら
1
0
年
間
の
目
標
を
定
め
た
第
4
次
総
合
計
画
を
、
現
在
策

定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
計
画
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
町
政
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る
年
と
な
り
ま

す

よ

う

心

か

ら

祈

念

い

た

し

ま

し

て

、

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ

と

い

た

し
ま
す
。

平
成
十
四
年
元
旦

遠
賀
町
長高

　
山
　
和
　
幸

今
年
も
、
皆
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
笑
顔
に

出
会
え
ま
す
よ
う
に
。
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住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築
な
ど

を
し
た
と
き
や
、
中
古
住
宅
を
騰
大
し

た
と
き
に
は
、
一
定
の
要
件
に
当
て
は

ま
れ
ば
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
1
5

年
間
（
ま
た
は
1
0
年
間
）
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
1
年
目
に
確

定
申
告
を
す
れ
ば
、
2
年
目
か
ら
は
年

末
調
整
で
済
み
ま
す
。

●
要
　
件

◇
新
築
・
中
古
住
宅
－
増
改
築
共
通

1
　
住
宅
を
爛
大
し
て
か
ら
6
か
月
以

内
に
入
居
し
、
引
き
続
き
住
ん
で
い

る
こ
と

2
　
床
面
桃
（
登
記
面
朗
）
が
5
0
証
以
上

で
あ
る
こ
と

3
　
床
面
秋
の
2
分
の
1
以
上
が
自
分

の
居
住
用
で
あ
る
こ
と

4
　
平
成
1
3
年
中
の
所
得
金
額
が
三
千

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

5
　
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公

庫
な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用

し
て
い
る
こ
と

6
　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が

1
0
年
以
上
で
、
月
賦
の
よ
う
に
分
割

し
て
返
済
し
て
い
る
こ
と

◇
中
古
住
宅
の
場
合（

1
か
ら
6
に
加
え
て
）

7
　
住
宅
を
購
入
し
た
日
以
前
2
0
年
以

内
（
耐
火
建
築
物
に
つ
い
て
は
2
5
年
以

内
）
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
使
用
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
こ
と

◇
増
改
築
の
場
合

（
1
か
ら
6
に
加
え
て
）

8
　
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
の
工

事
で
、
一
定
の
証
明
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

9
　
工
事
費
用
が
百
万
円
を
超
え
て
い

る
こ
と

1
0
　
自
分
の
居
住
用
部
分
の
工
事
費
が

総
額
の
2
分
の
1
以
上
で
あ
る
こ
と

※
入
居
年
月
日
が
平
成
1
0
年
1
2
月
3
1
日

以
前
の
場
合
は
、
控
除
額
の
計
算
方

法
や
控
除
を
受
け
る
た
め
の
要
件
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
入
居
し
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
2
年

以
内
に
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

（
三
千
万
円
の
特
別
控
除
、
貿
換
え
・

交
換
の
特
例
な
ど
）
を
受
け
た
場
合

は
、
こ
の
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

●
必
要
な
も
の

◇
新
築
・
中
古
住
宅
・
増
改
築
共
通

①
平
成
1
3
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②
恒
常
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（
平
成
1
4
年
1
月
1
日
以
後
発
行
し

た
も
の
）

③
住
宅
の
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書

④
家
屋
の
登
記
簿
臓
（
抄
）
本

（
法
務
局
で
発
行
）

⑤
家
屋
の
取
得
年
月
日
、
取
得
価
額
、

増
改
築
の
年
月
日
、
増
改
築
の
費
用

が
わ
か
る
書
類
の
写
し

（
講
負
契
約
書
や
売
買
契
約
蕾
な
ど
）

⑥
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑦
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

◇
増
改
築
の
場
合（

①
か
ら
⑦
に
加
え
て
）

⑧
建
築
確
認
通
知
書
か
検
査
済
証
の
写

し
、
ま
た
は
建
築
士
に
も
ら
っ
た
増

改
築
等
工
事
証
明
書

◇
住
宅
ロ
ー
ン
に
含
ま
れ
る
土
地
の

控
除
も
同
時
に
受
け
る
場
合

（
①
か
ら
⑦
に
加
え
て
）

⑨
敷
地
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本

⑩
敷
地
の
取
得
年
月
日
・
価
格
な
ど
が
わ

か
る
書
類
（
分
譲
に
係
る
契
約
番
な
ど
）



医掠費揺際額（最高200万円）
の計第万港

医療費控除額＝A－B－c

Aその年中に支払った医療費

B保険などで補てんされる額

ClO万円または所得額の5％
のどちらか少ない金額
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弼税禦旦里宣蛙主義で！
●と　き1月31日（木）～2月8日（金）

午前9時30分～11時30分

午後1時～3時30分

※2月2日（土）・3日（日）・6日（水）は

お休みです。

※2月18日（月）から始まる確定申告の時

期は混雑します。還付申告はできるたけ

この期間中に済ませてください。

●ところ　遠賀コミュニティーセンター

●対象者　源泉所得税が還付になる人

1．マイホームをローンで鯖大した人

2．医療費をたくさん支払った人

3．災害などを受けた人

4．退職して年末調整を受けていない人　など

※次の人は上記の会場では受け付けてきません

○事業を営んでいる人

○生命保険などの営業職員

○不動産所得がある人

○不動産などの譲渡所得がある人

○原稿料などの収入がある人

ここでもできます

集中還付申告センター
集中還付申告センターを開設し、還付申告

を受け付けます。

●と　き　2月1日（金）～3月15日（金）

（土・日・祝日を除く）

午前9時～牛後4時

●ところ　商工貿易会館（小倉北区古船場町）

●問い合わせ　若松税務署

℡093（761）2536

医

療

費

控

除

病
気
や
け
が
な
ど
で
医
療
費
を
た
く

さ
ん
支
払
っ
た
場
合
は
医
療
費
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
美
容
整
形

や
健
康
診
断
の
費
用
、
疾
病
予
防
や
健

康
増
進
の
た
め
の
医
薬
品
や
健
康
食
品

の
購
入
費
用
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
必
要
な
も
の

①
平
成
1
3
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

（
平
成
1
3
年
1
月
1
日
～
1
2
月
3
1
日

ま
で
の
領
収
日
付
の
あ
る
も
の
）

※
寝
た
き
り
の
た
め
の
お
む
つ
代
は
医

師
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要

で
す

③
保
険
な
ど
で
補
で
ん
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
金
額
が
わ
か
る
詣
類

④
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑤
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

※
医
療
費
の
内
訳
と
、
領
収
書
の
合
計

金
額
を
内
訳
書
に
必
ず
記
入
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
（
内
訳
書
は
役
場
税

務
課
に
あ
り
ま
す
）

風
水
害
・
火
災
・
落
雷
な
ど
の
自
然

災
害
、
盗
難
ま
た
は
横
領
な
ど
で
損
失

を
受
け
た
場
合
は
雑
損
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

●
要
　
件

1
　
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
（
住
宅
・

家
財
な
ど
）
の
損
失
で
あ
る
こ
と

（
た
な
卸
資
産
や
事
業
用
の
固
定
資

産
な
ど
生
活
に
通
常
必
要
で
な
い
資

産
は
除
か
れ
ま
す
）

2
　
損
失
の
金
額
が
所
得
額
の
合
計
額

の
1
0
％
以
上
へ
災
害
に
関
連
し
た
支
出

が
五
万
円
以
上
）
で
あ
る
こ
と

●
必
要
な
も
の

①
平
成
1
3
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②
損
害
を
受
け
た
原
因
が
わ
か
る
書
類

（
橿
災
届
、
盗
難
届
の
写
し
な
ど
）

③
損
失
額
の
明
細
書
と
領
収
書

④
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
書
類

⑤
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑥
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

確
定
申
告
で
精
算
を
－
。

平
成
1
3
年
中
に
退
職
し
、
年
末
調
整

を
受
け
て
い
な
い
場
合
、
確
定
申
告
を

し
て
所
得
税
の
精
算
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
精
算
を
す
れ
ば
、
給
与
か
ら

引
か
れ
て
い
た
源
泉
徴
収
税
が
戻
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

①
平
成
1
3
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

③
印
鑑
（
認
印
で
可
）

④
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

●
問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署

℡
0
9
3
（
7
6
1
一
2
5
3
6

役
場
税
務
課

℡
（
2
9
3
〉
1
2
3
4
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来
年
度
の
住
居
表
示
実
施
区
域
の
新
町
名
は

ヽ
。
。
8
8
「
－

来
年
度
に
実
施
す
る
住
居
表
示
地
区
の
、
新
し
い
町
井
・
町
名
（
案
）
が

決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
町
名
は
　
「
遠
賀
川
O
T
日
」
　
で
す
。

こ
の
案
は
、
住
居
表
示
審
議
会
で
慎
重
に
詩
議
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

i
i
方
今
総
宮
高
上

新
し
い
町
界
。
町
名
と
は

例
え
ば
、
役
場
の
住
所
は
　
「
大
字
今
古

賀
5
1
3
番
地
」
　
と
表
示
し
て
い
ま
す
が
、

住
居
表
示
を
実
施
す
れ
ば
　
「
今
古
賀
一

丁
目
」
　
と
言
う
町
名
、
「
1
番
」
　
と
い
う

街
区
符
号
、
「
1
号
」
　
と
い
う
住
居
番
号

の
3
つ
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
町
名

を
使
う
区
域
を
町
井
と
い
い
ま
す
。

な
お
、
街
区
符
号
と
住
居
番
号
は
、
住

居
表
示
の
基
準
で
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
新

し
い
町
名
に
つ
い
て
は
大
ま
か
な
目
安

（
親
し
み
深
い
も
の
や
歴
史
、
文
化
、
伝

統
の
あ
る
も
の
な
ど
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
元
か
ら
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
、
そ
の
意
見
を
住
居
表
示
審
議
会
で
審

議
し
て
町
名
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
流
れ

①
町
界
・
町
名
の
正
式
決
定

新
し
い
町
界
・
町
名
を
決
定
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
、
案
を
一
般
に
公
開

（
公
示
）
　
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
後
に
町
議
会
の
議
決
、
県
知
事
へ
の

報
告
な
ど
を
経
て
正
式
に
決
定
し
ま
す
。

②
室
戸
の
住
居
番
号
決
定

9
月
ご
ろ
に
街
区
符
号
や
住
居
番
号

を
一
般
に
公
開
　
（
告
示
）
　
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
住
居
表
示
を
実
施
す
る
地
区

の
皆
さ
ん
に
、
住
居
表
示
決
定
通
知
書

を
送
付
し
て
、
新
し
い
住
所
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ま
た
、
委
託
し
た
業
者
が

住
居
表
示
板
を
取
り
付
け
に
伺
い
ま
す

の
で
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
居
表
示
決
定
通
知
宙
に
、
詳
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
予
定
で
す
。

住
居
表
示
実
施
の
た
め
に
必
要
に
な
る

手
続
き
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。
注
思

し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

③
住
居
表
示
実
施

今
回
の
住
居
表
示
は
平
成
は
年
目
月

ご
ろ
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
実
施
前

に
、
ま
た
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
新
し
い
町
界
。

町
名
（
案
）
」
公
示

円
滑
に
住
居
表
示
が
実
施
で
き

る
よ
う
住
民
の
皆
さ
ん
に
「
新
し
い

町
界
・
町
名
（
菜
）
」
を
0
0
日
間
公

示
し
ま
す
。

●
と
　
き

1
月
1
0
日
（
木
）
～
2
月
8
日
（
金
）

午
前
8
時
0
0
分
～
午
後
5
時

（
土
日
役
目
は
お
休
み
で
す
）

●
と
こ
ろ
　
企
画
課
企
画
調
整
係



諦韓は
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遠賀川駅から広瀬小学校手前まで
第2次住居表示実施区域　新町界・新町名（案）

7（∽
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たちはみんな嬉しそう。 

んは帰っていきました。 

（∽8

サンタは空からやって

わんぱく教

トをあげるためどもたちにプレゼン団
教室にサンタクロースがやってきました。

「いつも元気なみんなにプレゼントを‡

て空からやってきました」とサンタさん（

らみんなが大好きなお菓子を取り出して、

いきます。プレゼントをもらった子ども

ちゃんとありがとうも言えました。寂後（

いたら来年もきます」と言ってサンタさ

みんな、来年もちゃんと「わんぱく」でいてね。

轟
新
鮮
合
材
大

中
間
・
遠
賀
地

団
居
麗
場
で
、

′iブ　′ヽ 12 

年
末
の
恒
例
行
事
に
な
り
ま
し
た

圃
　
　
　
お
ん
が
得
々
ま
つ
り

工
会
と
キ
ャ
ッ
ツ
2
1
の
み
な
さ
ん
が
中

心
に
な
っ
て
、
遠
質
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
得
々
ま
つ
り
。
今
年
も
遠
賀
川
駅

前
広
場
で
1
2
月
1
6
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

特
産
物
の
販
売
や
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
、
遠

賀
太
鼓
や
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
の
実
演
な
ど
い

ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
み
ん
な
楽
し
そ
う

に
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
当
日
は
、
ぜ
ん
ざ
い

や
い
も
の
こ
汁
が
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
体
を
温

め
て
い
ま
し
た
。

遠
賀
・
中
間
地
区
農
業
祭
が
あ
り
ま

した。当
日
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
魚
介
類

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
そ
の
食
材
を

求
め
る
人
た
ち
も
訪
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
売
る
人
た
ち
と
買
う
人
た
ち

の
威
勢
の
良
い
声
が
飛
び
交
い
、
お

得
な
商
品
を
求
め
る
列
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
出
来
て
い
ま
し
た
。



見てると簡単なのに

囲　　　　　浅木小学校でしめ縄づくり正月の準備に、浅木小学校でしめ縄を作りました。地

区の老人会の人たちが先生になって、作り方を教えながらの

しめ紐作りです。わらを手際良く、くるくるとまとめる先生。

見ていると簡単そうなのに、いざ自分でやってみると、どう

も上手にできません。終わってみると、ほとんど先生に作っ

てもらったという子もいたほどです。それでも、なんとかみ

んなが作り終えて、また一つお正月の準備ができました。

健康であるために

「私らしさ」を大切に

囲

9〔伽

辛淑玉さんの人権講演会と人権の街頭啓発

京生まれの東京育ち、三代続いた江戸っ子コリアン、平瀬玉さんの

人権講演会が、12月5日に中央公民館で行なわれました。 二一一　＿「迫　害！。。。。。。。．

「世の中ここがちょっと変」と超した講演会では、楽しく軽快なお

しゃべりの中に、みんなが気づかすにいる差別意識が指摘されました。

世間で言われる「～らしさ」とは、人にレッテルを張ること、そこか

ら差別が生まれてくると言われる撃さん。それよりも「私らしさ」を

大切にしていきましょうと締めくくられると、会場からは大きな拍手

が起こりました。

また、人権週間にあわせて、12月4日には、遠賀川駅やスーパーな

どで街頭啓発が行なわれ、みなさんに人権の大切さを訴えました。

福
祉
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

入
り
口
や
屋
内
運
動
場
で
開
か
れ
た
野
菜

の
即
売
会
や
バ
ザ
ー
で
は
、
長
～
い
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
す
。
ま
た
、
大

広
間
で
は
健
康
を
題
材
に
し
た
劇
な
ど
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
い
ろ
ん
な
部
屋
で
健
康
診

断
や
障
害
者
体
験
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

健
康
・
福
祉
ま
つ
り
は
、
人
権
週
間
と
障

害
者
週
間
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
、
楽
し
さ
と

一
緒
に
健
康
や
福
組
の
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
も
う
一
度
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

固
れ
あ
い
の
里
で
1
2
月
9
日
に
健
康
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イラストや詩、または近所で見かけた

珍しいものなど何でもかまいません。
皆さんの技稿をお待ちしています。

●問い合わせ　企画課企画調整係

著大

墓室
松尾　沙織さん

上村　理徳くん
諾議難　産轟－‘ii　＿Ji l

魚住充輝くん　　∴＿＿＿正二－」

岩谷　栄里さん
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師　走　の　出　来　事
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お
年
寄
り
と
子
ど
も
の

ふ
れ
あ
い

浅
木
公
民
館
で
、
地
区
の
養
命
会
と

育
成
会
が
協
力
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
竹
馬
作
り
を
し
ま
し
た
。
約
5
0
人

が
参
加
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

した。

皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
は
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

現
在
は
、
ま
だ
年
が
明
け
て
お
ら
ず
、

ど
う
も
お
正
月
の
気
分
に
な
れ
な
い

の
で
、
日
本
と
外
国
の
お
正
月
の
過

ご
し
方
は
次
号
で
紹
介
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
捲
れ
の
現
在
、
評
論

家
の
加
藤
周
一
氏
か
ら
　
「
ぜ
ひ
会
い

た
い
」
　
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
加
藤
氏

は
丸
山
典
男
、
小
林
一
雄
と
戦
後
日

本
が
世
界
に
誇
る
三
大
知
識
人
と
呼

ば
れ
て
い
る
方
だ
そ
う
で
、
要
や
、

周
り
の
方
々
は
慌
て
て
い
る
。
加
藤

氏
は
現
在
8
3
歳
、
一
年
の
ほ
と
ん
ど

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
い
ろ
ん
な
国
に
滞

在
さ
れ
て
い
る
。
ど
な
た
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
お
受
け
に
な
ら
な
い
そ
う

で
、
貨
重
な
対
談
た
か
ら
と
、
い
く

つ
か
出
版
社
か
ら
録
音
の
申
し
出
が

あ
っ
た
か
お
断
り
し
た
。

私
た
ち
は
加
藤
氏
の
自
宅
の
あ
る

田
園
調
布
へ
と
赴
い
た
。
眼
光
鋭
い

加
藤
氏
は
、
杖
を
つ
い
て
現
れ
た
。

そ
し
て
一
目
会
う
な
り
私
た
ち
は
悪

気
投
合
し
、
そ
の
ま
ま
3
時
間
平
和

に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
加
藤
氏
の

知
性
、
権
力
に
対
す
る
鋭
い
批
判
、

硬
派
で
、
ま
た
す
ぼ
ら
し
い
バ
ラ
ン

ス
感
覚
を
お
持
ち
で
あ
る
。
そ
し
て

ル
ー
マ
ニ
ア
人
を
城
も
愛
す
る
民
族

と
お
っ
し
ゃ
る
温
か
さ
。

日
本
の
思
想
を
支
え
て
き
た
氏
の

哲
学
、
平
和
へ
の
願
い
を
、
次
に
生

き
る
世
代
と
し
て
受
け
継
い
で
行
き

た
い
。
厳
後
に
加
藤
氏
は
こ
う
私
に

尋
ね
た
。
「
と
こ
ろ
で
今
、
福
岡
で
何

を
し
て
い
る
ん
で
す
か
っ
」
　
「
小
中
学

校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
」

し
ば
ら
く
黙
っ
て
大
井
を
見
つ
め

こ
う
言
わ
れ
た
。
「
そ
れ
は
・
飯
南

に
お
も
し
ろ
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
」
　
「
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
」

師
走
の
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
っ
た
。
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田園回国回国
無料映画上映会

『忍たま乱太郎』（子とも向き）

●と　き1月20日（日）　午前11時～11時45分

あのハマチャンとスーさんが花のお江戸で大騒ぎi！

『花のお江戸の釣りパカ日誌』（邦画）

●と　き1月20日（日）午後2時30分～4時30分

絵本の読み聞かせ
●と　き　1月12日、19日、26日（いずれも土曜日）

牛後2時30分～

●ところ　お話の部屋

回国回国固
◆一般書
『ピンラデイン』
ヨセフ・ボタンスキー菖
ピンラデインと国際テロリスト

の全貌を明らかにする一冊。

『医書　井戸を掘る』　中村　哲著
パキスタン・アフガニスタンで17年間診療を続

ける医師がアフガン人を指揮して千の井戸を掘
る、感動のドキュメント。

『鬼子』　新堂　冬尚書

ある日突然、素直な息子が悪魔に豹変した。家庭と
はこれほど簡単に崩壊するものか。書き下ろし小説。

『小さいときから考えてきたこと』罵！上人手早
黒柳徹子善　　　　　紺理詰
今の私が考えていることは、5歳

の時とあまりかわらない・・。著者が

子どもの目線でつづるエッセイ。
賀輔

『鎖国してはならない』
大江健三郎善
我々惑星のすべての住人に向けての講演集。

◆児童書

高　裕次郎（浅木小1年）　　　佐藤　有希（遠賀南中1年） 阪井 直哉（広瀬小3年）

［
周
回
凹

優
秀
賞

中
ロ
直
樹
　
（
中
　
火
〉

奨
励
賞

束
　
尚
美
　
（
東
和
苑
）

牟
冊
琴
美
　
（
別
　
府
）

吉
永
諭
史
　
（
広
　
瀬
）

固
開
国
回

優
秀
東

南
裕
次
郎
（
上
別
府
）

阪
井
直
哉
　
（
松
ノ
本
）

佐
藤
有
希
　
（
出
生
津
）

奨
励
賞

衛
藤
里
花
　
（
松
ノ
本
〉

村
田
友
希
　
（
浅
　
木
）

林
　
拓
美
　
（
尾
　
崎
）

紐
手
教
志
　
へ
虫
生
津
）

松
山
天
理
　
（
芙
　
蓉
）

森
　
真
弓
（
今
古
賀
）

重
本
散
大
　
（
芙
　
蓉
）

奥
野
桃
子
　
（
浅
　
木
）

（敬称略）

＼
　
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

「
オ
ア
シ
ス
は

社
会
に
お
け
る
　
潤
滑
油
」

山
口
　
直
樹
（
遠
賀
中
2
年
）

＼
「
家
庭
の
日
」
　
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
　
の
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肝臓を守る食習慣
昔殿の食生活でも、気を付けてい

れl珊臓を守ることが出来ます。

1．卵、牛乳、牛肉、青魚、大豆製

品など良質のたんばく質を多く

含んだ食品をとりましょう。

2．ご飯、パン、めん類などの糖

質は、肝臓の過労を防ぐエネル

ギー源。ただし肥満には注意を。
3　古い油や、脂肪の多い食品は

ひかえめに。
4．刺激物、香辛科はほとほとに。

5．緑黄色野菜、海藻をたっISiりと

りましょう。ビタミンやミネラル

は肝機能の回復を早めます。

蜜

驚
。
偶
腰
㊦
詰
興

肝
　
臓
　
病
　
を
　
防
　
ご
　
う

お
酒
を
飲
む
機
会
の
多
い
年
末
年
始
、

つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
体
調
を
崩
し
ま

せ
ん
で
し
た
か
っ

今
回
は
お
酒
好
き
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、

だ
れ
に
と
っ
て
も
大
切
な
肝
臓
の
お
話

です。○
い
ろ
い
ろ
な
鋤
き
を

露
用
に
こ
な
す
肝
臓

毒
物
の
分
館
・
解
毒
　
食
物
の
中
に
含

ま
れ
る
、
体
に
青
書
な
物
質
を
無
害

に
し
た
り
、
毒
物
を
分
解
、
解
毒
し

体
外
へ
排
泄
し
ま
す
。

消
化
・
吸
収
を
た
す
け
る
　
消
化
、
吸

収
を
助
け
る
胆
汁
と
胆
汁
酸
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
　
身
体
の
中
に
侵
入
し

た
ウ
イ
ル
ス
や
細
胞
と
戦
っ
て
い
ま
す
。

○
肝
篤
の
主
な
雷

ウ
イ
ル
ス
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
の
3
つ

で
す
。
日
本
人
の
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
の
肝
臓
病
が
8
割
近
く
を
占
め
ま
す
。

○
弼
謹
謙

過
激
な
運
動
は
避
け
る
　
過
激
な
運
動

は
避
け
て
、
睡
眠
を
十
分
に
と
り
ま

し
ょ
う
。
可
能
な
ら
ば
、
食
後
5
0
分

は
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

お
酒
は
ひ
か
え
め
に
　
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障
害
が
疑
わ
れ
る
人
は
、
な
に
よ

り
も
禁
酒
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

余
計
な
菜
は
飲
ま
な
い
　
病
気
を
治
す

薬
も
、
余
計
に
飲
ん
だ
ら
肝
臓
に
負

担
を
か
け
る
た
け
で
す
。

タ
バ
コ
は
や
め
る
の
か
一
番
　
や
め
ら

れ
な
い
人
は
数
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
を
ひ
か
な
い
、
も
ら
わ
な
い

便
秘
を
し
な
い

○
塁
に

肝
臓
は
と
て
も
が
ま
ん
強
い
臓
器
で

「
沈
黙
の
臓
器
」
　
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

肝
臓
は
、
病
気
が
進
行
し
な
い
と
症
状

が
現
れ
な
い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
現

在
の
肝
臓
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
に
も
健
康
診
断
を
定
期
的
に
、
少
な

く
と
も
1
年
に
1
回
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

H
撼

臆
施
設
サ
ー
ビ
ス

●
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
特
別
費
謹
書
人
ホ
ー
ム
）

介
護
費
及
び
食
費
に
係
る
自
己
負
担

額
の
2
分
の
1

●
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び

介
護
療
糞
型
医
療
施
設

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
、
食
費
及
び
個
室

等
の
特
別
室
の
使
用
料
全
額

臆
居
宅
サ
ー
ビ
ス

纂
1
0
回

「
確
定
申
告
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」

い
よ
い
よ
所
得
税
の
還
付
申
告
が
1

月
3
1
日
か
ら
、
確
定
申
告
が
2
月
1
8
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
申
告
で
受
け
ら
れ

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
控
除
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

臆
介
護
サ
ー
ビ
ス
貴
は
置
麗
質
控
壁
で

私
た
ち
が
健
康
に
生
き
て
い
く
た
め

に
は
健
康
な
肝
臓
で
あ
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。

臓
器
の
楢
能
を
調
整
　
極
め
て
複
雑
な

働
き
を
持
ち
、
体
の
い
ろ
ん
な
臓
器

の
機
能
を
調
整
す
る
セ
ン
タ
ー
の
役

割
を
し
て
い
ま
す
。

栄
裏
を
分
解
“
合
成
　
胃
や
腸
で
消
化
、

吸
収
さ
れ
た
栄
養
素
を
、
人
間
の
体

に
あ
っ
た
成
分
の
栄
養
に
分
解
、
合

成
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
1
割
の
自
己
負

担
分
は
、
申
告
で
は
　
「
医
療
費
控
除
」

に
含
ま
れ
ま
す
。
領
収
書
と
サ
ー
ビ
ス

の
明
細
が
記
載
さ
れ
た
も
の
　
（
サ
ー
ビ

ス
明
細
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
領
収
書

の
み
で
も
可
）
　
を
用
慈
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
に
含
ま
れ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
あ
ら
か
じ
め
サ
ー

ビ
ス
計
画
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
に
限

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
取
扱
い
は
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
申
告

を
す
る
と
き
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
医
療
系
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
み
　
（
訪
問
介
護
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
、
デ
イ
ケ
ア
、
短
期
入
所
療

謹
介
護
、
居
宅
療
襲
管
瑛
指
導
）
、
ま
た

は
そ
れ
ら
と
組
合
せ
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス

費
の
自
己
負
担
額
全
額
が
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
、
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
平
成
1
3
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
振
替
に

よ
る
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
（
前
回
参
照
）

は
、
領
収
書
た
け
で
な
く
、
利
用
証
明

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
高
齢
者
係



畿饗攫麹駿珍妙

言琵繚し霊少醍醐』冊　し緋励E

コカリナを知っていますか？
手のひらにすっぽりと収まるほど小さな木の苗です。クルミ、か

えで、桜など色々な種類の木で作られています。しかも木によって

音色が違うからおもしろい、まるで子ともたちのようです。今回は、

広島の原爆で被爆したエノキで作られたコカiJナの音色も開けます。

日本でただ一人のプロのコカリナ奏者黒坂黒太郎さんのコンサート

は、寒い冬の日に心を温めてくれるに違いありません。バレンタイン
〃嶋　のチョコレートのように。

氾亥ruうそすく－うそナ直うそすく－要す山葵）で－うそTU－≧CTuうそ‾ナ山一≧‾〕せつ子‾ru－≧といて／麦介し≧くntろく‾八し≧くハム≧そハエ≧く‾八し≧Cntうそ）し

●と　き　2月11日（祝）午後2時～　開場午後1時30分　意

i‡ヶ語書誌ユニティ‾センタ‾　　　　萱
※1月15日（火）から、生涯学習課社会教育係、中央賞

公民館、遠賀コミュニティ‾センタ‾で販売します。賞

●託　　児　子とも一人につき100円、要予約　　　　　　　　母

●その他　コンサート終了後ミニ講習会があります。コカリナを忌

●問い合わせ掌諾謹嘉詳くださいo　　薫
一）ム圭をナ｛＿姿すく圭子ナu＿姿－ナu主のu多子心安／入（二都｛≧子双三姿すし仁美＝ナujそすくちrnlうそTu多妻二二八（麦ナしく：英二丸く安八くらですuうそイブ

ディズニー映画上映会
●と　き　3月24日（日）
●ところ　遠賀町中央公民館大ホール
●内　容　「ティガームービー　～プーさんの贈りもの－」

「102（ワン・オー・ツー）」

●料　金　無料
●問い合わせ　生涯学習課社会教育係

※詳細は後日お知らせします

13の）

サ
ン
サ
ン
カ
ッ
プ
争
奪

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
月
2
3
日
に
遠
賀
総
合
運
動
公
園
で

聞
か
れ
た
大
会
で
広
渡
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
準
優
勝
に
郷
き
ま
し
た
。

遠
賀
南
中
学
で
遊
び
の
広
場

遠
賀
南
中
学
に
南
部
保
育
園
の
園
児

が
遊
び
に
釆
ま
し
た
。
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
と
ネ
コ
バ
ス
に
乗
っ
た
り
、
い
ろ

ん
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
一
緒
に
楽
し
く
遊

び
ま
し
た
。

駿
雲
義
家
㌢
些
茅
萎



鰯絢詐嬬砂
◇中央公民館

水　墨　画

1月29日まで

◇ふれあいの豊
かな善道

0　1月31日まで　○

水道管にも
冬支度

露出した水道管や

浅い所に埋めである

水道管、太陽熱温水

器などは、真冬には凍結して水

が出なくなったり、ひどいとき

は破損したりします。早めに冬

支度をしましょう。

●冬支度

水道管　市販の保温チューブや

布などで保護する

太陽熱温水器早めに水を抜く

●もしも凍ったら

ぬるま湯をかける（熱湯だと水

道管が破損する危険があります）

●問い合わせ中間市水道局工務課

℡093（244）1111

（0014

く

ら

し
●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
普
段
使
っ
て
い
る
お

も
ち
ゃ

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

〝

i

“

」

／

幼
児
相
談

●
と
き
　
1
月
2
3
日
（
水
）

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
幼
児

●
内
容
　
身
長
・
体
重
計
測
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達

相
談
　
（
要
予
約
）
、
保
健
婦
に
よ
る
健

康
相
談

妊
婦
栄
養
教
室

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
む
た
め
の
、

妊
娠
中
の
栄
糞
と
食
事
を
中
心
に
し
た

教
室
で
す
。

●
と
き
　
1
月
2
2
日
（
火
）

午
後
1
時
0
0
分
～
3
時
5
0
分

受
付
＝
午
後
1
時
2
0
分
～
1
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
内
容

妊
娠
中
の
栄
琵
・
食
生
活
に
つ
い
て

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
食
事
ガ
イ
ド

（
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布
し
て

い
ま
す
）

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

事
業
主
の
み
な
さ
ん

法
定
調
書
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

法
定
調
葺
は
事
業
主
が
毎
年
提
出
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
捷

出
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
主
な
法
定
調

聾
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
給
与
支

払
報
告
書

◇
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
と
特
別
徴

収
票

◇
報
酬
、
料
金
、
契
約
金
、
賞
金
の
支

払
調
書

◇
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調
書

◇
不
動
産
等
の
譲
受
け
の
対
価
の
支
払

調
書

●
期
限
　
1
月
3
1
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署

℡
0
9
3
　
（
7
6
1
）
　
2
5
3
6

1
－
　
「
　
　
　
－
　
　
　
〝
I
r
）
」

一
下
水
道
の
区
域
が
変
わ
り
ま
す
ー

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案
の
縦
覧

遠
賀
都
市
計
画
下
水
道
の
排
水
区
域

を
変
更
す
る
た
め
、
関
係
図
番
を
縦
覧

し
ま
す
。

●
と
き

1
月
1
7
日
（
木
）
　
～
1
月
3
1
日
（
木
）

午
前
8
時
0
0
分
～
午
後
5
時

（
上
日
祝
日
は
お
休
み
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
謀

判
乱
身
劃
割
引
i
i
i
J

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
撃
」

講
演
会

●
と
き
　
1
月
2
7
日
（
日
）

午
後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
国
際
会
談
場

（
I
R
小
倉
駅
徒
歩
7
分
）

●
内
容

▽
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
（
夢
気
球
バ
ン
ド
）

▽
話
演

演
題
　
「
子
ど
も
た
ち
の
心
の
叫
び
が

聞
こ
え
ま
す
か
っ
」

講
師
　
大
平
光
代
さ
ん
　
（
「
だ
か
ら
あ

な
た
も
生
き
ぬ
い
て
」
　
著
者
）

●
入
場
料
　
紙
料

●
そ
の
他

手
話
適
訳
、
要
約
筆
記
が
付
き
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
保
健
福
祉
部
同
和
対
策
局

調
整
課
調
整
係

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
3
2
5



謹関都琶蹴瞞瑚鵡捷恭金
●と　き　2月17日（日）　受付＝午前8時20分～

●ところ　遠賀総合運動公園周辺コース

◇駅伝の部
●チーム編成

小学生男・女　　　　　各5人（学校またはクラブ単位）

中学生男・女　　　　　各5人（学校単位）
一般（高校生以上）男子　5人（各町単位）

●綿∴最

小中学生　郡内の学校に通っている人
一般男子　平成13年11月1日以前から

郡内に住んでいる人

●チーム数

小学生　　　　　　制限なし

中学生、一般男子　各町3チームまで

●区間および距離

小学生　男・女　5区間（1人2km）　計10km

中学生　女子　　5区間（1人2km）　計10km

中学生　男子　　5区間（1人4km）　計20km
一般男子　　　　5区間（1人4km）　計20km

●表　彰1億一3位　賞状、メダル、区間賞

◇マラソンの都（駅伝出場者除く）

●距　離　各学年別男子・女子同時出発　各1km

●表　彰　各学年男子・女子3位まで表彰（賞状のみ）

●申し込み　2月4日（月）までに申し込んでください

遠賀郡体育協会（遠賀勤労者体育センター内）

℡（293）0374

5〔∽

／
労
災
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

研
修
生
婁
集

労
働
災
害
で
重
度
被
災
者
に
な
っ
た

人
の
介
護
に
従
事
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
研
修
で
す
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
B

●
と
き
　
平
成
1
4
年
2
月
2
8
日
（
水
）
　
～

3
月
1
日
　
（
金
）

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
種

修
了
者
、
看
護
婦
な
ど

●
募
集
人
数
　
2
0
人
　
（
先
詣
順
）

●
内
容
　
重
度
被
災
労
働
者
の
生
涯
、

傷
病
の
特
性
と
介
護
方
法
の
学
習

●
費
用
　
無
料

●
そ
の
他
　
研
修
手
当
と
し
て
千
七
百

六
十
円
が
出
ま
す

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
C

●
と
き
　
平
成
1
4
年
2
月
2
8
日
　
（
木
）

午
前
9
時
～
午
後
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ユ
三
T
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
可

●
募
集
人
数
　
用
人
　
（
先
浩
順
）

●
内
容
　
重
度
被
災
労
働
者
の
障
害
、

傷
病
の
理
解
と
家
事
援
助
の
学
習

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
平
成
1
4
年
2
月
7
日

（
木
）
　
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

熊
本
労
災
特
別
介
護
施
設

℡
0
9
6
4
　
（
2
3
）
　
2
2
1
1

一
志
酒
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
左
l

講
演
会

身
近
な
人
の
酒
癖
や
お
酒
の
飲
み
方

で
悩
ん
で
い
る
人
、
対
応
方
法
や
治
療

法
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？

●
と
き
　
1
月
2
9
日
（
火
）

午
後
3
時
～
5
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
保
健
所
　
（
水
巻
町
吉
田
西
）

●
講
師
　
熊
谷
雅
之
さ
ん
（
雁
の
巣
病
院
）

●
申
し
込
み

1
月
2
5
日
　
（
金
）
　
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

遠
賀
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
係

℡
0
9
3
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

「

　

　

　

－

　

　

　

i

i

i

 

l

一
北
堅
剛
養
護
学
校

特
殊
数
害
罷
漬
会
　
公
開
授
業

●
と
き
　
1
月
2
5
日
（
金
）

午
前
9
時
5
0
分
～
正
午

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
北
筑
前
餐
誕
学

校
　
（
古
賀
市
子
馬
）

●
内
容
∴
講
演
会
、
公
開
授
業

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
立
北
筑
前
餐
誕
学
校

℡
0
9
2
　
（
9
4
3
）
　
8
6
7
4堕

「
　
　
　
－
　
　
　
“
i
i
　
－
　
（

－

防
衛
庁
管
理
栄
養
士

採
用
試
験

●
と
き
　
2
月
7
日
　
（
木
）

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
壁
地

●
募
集
人
数
　
筒
型
米
義
士
　
1
人

●
対
象
　
管
剖
栄
涯
士
免
許
を
持
っ
て

い
て
、
平
成
1
4
年
4
月
1
日
現
在
で

5
0
歳
以
下
の
人

●
問
い
合
わ
せ
　
航
空
自
衛
隊
9
芦
屋

基
地
第
3
術
科
学
校
総
務
課
人
事
班

℡
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（
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0
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8
1

一
中
程
防
火
管
理
音

質
格
取
得
講
習
会

●
と
き
　
2
月
1
4
日
（
木
）
、
1
5
日
（
金
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
郡
消
防
本
部
3
階
講
堂

●
対
象
　
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る
事

業
所
の
人

●
定
員
　
5
0
人
　
（
先
語
順
）

●
費
用
　
四
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
し
込
み
　
1
月
2
1
日
（
月
）
　
か
ら
2

月
9
］
　
（
土
）
　
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
指
逆
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5



みんな解いていました

僅“you）

青酸歌／“

●仕事はどうですか？

新聞奨学生として、ここに勤め始めたんです

が、私は何よりも朝が訊、ので、今の時期は本

当にきついですね。それでも集金などでいろん

な人と会ったときに、声をかけていただいたり、

励まされたりすると嬉しくなりますね。

●趣昧・特技は？

高校のときに漕艇をしていました。高校に

入学したときにちょうどクラブが出来たの

で、珍しさもあって始めたんですが、のめり

込むタイプなので、やってみると面白くて続

けていました。

●どんなタイプの異性が好きですか？

そんなにこだわってはいませんが、芸能人

で言えば桜井幸子さんのような、一緒にいて

心が癒されるような人がいいなと思いますね。

●将来の夢（目標）は？

はっきりとした形の夢はまだありません。

今は、自分がやりたいことを探している段階

て写。ちょっと漠然としていますが、将来は

Bigな人になれるといいですね（笑）。そのた

めに、今はいろんなことを勉強する時期だと

思っています。

このコーナーでは町の若者を紹介しています。
自薦、他薦、性別は問いませんので、近所の若
者や職場の若者をどんどん紹介してください。
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斉
藤
早
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（
田
圃
南
）
　
4
区
　
中
野
賞

也
（
Ⅲ
図
南
）
　
5
区
　
赤
司
洗
介
（
別

席
）
　
6
区
　
林
　
髄
治
（
東
和
苑
一

女
子
　
1
区
　
浦
水
利
紗
（
田
圃
噛
）

2
区
　
横
田
智
子
（
別
席
）
　
3
区
　
堀

田
千
紘
（
東
和
苑
）
　
4
区
∴
武
田
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（
田
圃
南
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5
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溝
口
り
か
（
松
ノ

木
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6
区
　
堤
　
美
奈
（
田
圃
北
）

鵜
遠
賀
町
少
年
少
女
駅
伝
競
走
大
会
臆

1
2
月
1
6
日
、
遠
賀
総
合
運
動
公
園
で

あ
っ
た
遠
賀
町
少
年
少
女
駅
伝
擬
走
大

会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
出
門
リ
ト
ル
シ
ャ
ー
ク
A

準
優
勝
　
広
渡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A

3
　
位
　
お
ん
が
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
A

女
子
の
部

侵
　
勝
　
広
渡
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

区
間
賞

男
子
　
1
区
∴
溝
口
敦
史
（
松
ノ
本
）

2
区
　
松
本
圭
介
（
田
圃
北
）
　
3
区

臆
遠
賀
町
卓
球
大
会
喜

日
月
2
5
日
、
広
渡
小
学
校
体
育
館
で

遠
質
町
卓
球
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部

位
　
勝
　
間
囲
区

準
優
勝
　
浅
木
灰

個
人
の
郡

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
河
困
勇
夫
（
出
国
前
）

準
優
勝
　
安
高
正
明
（
尾
崎
）

3
　
位
　
郷
間
宙
士
美
（
田
園
南
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
河
肉
腫
（
田
圃
南
）

準
優
勝
　
郷
田
百
合
子
（
田
圃
商
）

3
　
位
　
山
下
美
穂
（
浅
水
）

初
心
者
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
瀬
峰
節
子
（
東
和
苑
）

準
優
勝
　
吉
田
サ
ダ
子
（
浅
木
）

3
　
位
　
川
場
信
行
（
木
守
）

小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
井
口
靖
（
芙
蓉
）

準
優
勝
　
古
野
里
佳
（
虫
生
津
）

3
　
位
　
山
田
亜
澄
（
浅
水
〉

ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
河
内
勇
夫
、
河
内
唯

準
優
勝
　
郷
田
高
士
美
、
郷
田
百
合
子

3
　
位
　
松
下
聡
（
新
町
）
、
山
下
美
穂

ラ
ー
ジ
ポ
ー
ル
の
部

シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
吾
川
サ
ダ
子

準
優
勝
　
滋
崎
節
子

3
　
位
　
延
吉
ヤ
工
手
（
別
府
）

ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
瀬
峰
節
子
、
吉
田
サ
夕
子

準
優
勝
　
堀
田
眞
紀
子
（
田
園
北
）
、

吉
村
早
苗
（
田
園
繭
）

3
　
位
　
髄
頭
早
苗
へ
田
圃
北
）
、

建
言
ヤ
エ
了

○
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
優
勝
〇

三
宅
繁
嘉
さ
ん
（
上
別
府
）
　
が
、
1
0
月

2
7
日
か
ら
2
9
日
に
宮
城
県
で
開
か
れ
た

全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
、
砲
丸

投

げ

で

優

勝
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
投
げ

で
準
優
勝
を

果
た
し
ま
し

た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

山
口
　
昌
一
さ
ん

2
1
歳
（
松
ノ
本
）

毎
日
新
聞
お
ん
が
営
業
所
販
売
員


